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遠別農業高校に入学して 

1 年  南 雲 百利愛   

私は、群馬県にある伊勢崎市立第２中学校というところから遠別農

業高校に入学しました。県外へは旅行でくらいしか行ったことのない

私は、親元を離れて北海道での寮生活や知っている人のいない学校で

の人間関係に不安を持っていました。ですが、先輩や同級生は良い人

ばかりで、気の弱い私にもすぐに友達ができました。そして、学校で

は、入学前から楽しみにしていた農業の授業を受け、将来自分の仕事

にしたいと思っていた農業のことを勉強することができてとても嬉

しかったです。まだ入学して半年ほどしか経っていませんが、この半

年の学校生活は充実していて良い経験がたくさんできたと思います。

これからの二年半ももっと充実したものにできるように頑張ってい

きたいです。 

Ｐ Ｔ Ａ だ よ り 
平成 30年８月 31日 

北海道遠別農業高等学校 

遠別農業高等学校ＰＴＡ 

遠農テーマソング 

山菜祭りにて披露。 

交流学習（トウモロコシ定植） 

小学校１年生と苗を植えました。 

きらり交流学習 

花壇の定植を行いました。 

羊の毛刈り 

１年生が緊張しながらの毛刈り。 

ヒラメオーナー 

本校生産物を販売。 
オーストラリア海外研修 

ハールストン農業高校 

魅力ある学校を目指して 

PTA 会長  磯 部 いづみ   

日頃より本校ＰＴＡ活動にご支援を賜り、心から感謝申し

上げます。 

早いもので、入学式から５ヶ月を過ぎようとしています。

新入生の皆さんも学校生活に慣れて楽しく過ごしている事と

思います。 

昨年からいっぱいのメディアにも注目されている我が校。

お陰様で町内はもちろん近隣、道内、道外と久しぶりに沢山

の生徒を迎えることができました。これからも手探りながら

魅力のある学校作りをしていかなければなりません。 

これからもＰＴＡ、教職員、教育振興会、遠別町と共に頑

張っていきたいと考えておりますので、今後とも御支援、御

協力の程宜しくお願い申し上げます。 

生徒の将来を見据えた教育活動の推進 

校長  佐 藤 裕 二   

日頃より本校の教育活動に対しまして、保護者の皆様をはじめ、

町民、教育関係者の皆様から深いご理解と温かいご支援をいただき

心より感謝申し上げます。４月 10日の入学式には新入生 26名が新

たに本校生徒として加わり、今年度は、全校生徒 59 名でのスター

トとなりました。最北の農業専門高校として学校の持つ特色を最大

限に生かし、生徒一人ひとりを大切にした多様な教育活動を進めて

いきたいと考えております。 

 さて、今年度も既に５ヶ月が過ぎ、校内における日々の学習活動

に加え、農業クラブ関係行事、ボランティア活動、異校種連携学習、

町内関係行事への参加など関係機関との協力の下、生徒・教職員共

に精力的に取り組んでいます。 

 また、今年度から道の推進事業の指定校として「教科等の本質的

な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニ

ング）の視点からの学習・指導方法の改善の推進のための実践研究

（ＳＣＲＵＭ）」を２年間取り組むことになりました。さらに、ヤ

フー株式会社等大手企業や大学と連携して「デジタル人材育成プロ

グラム」を実施します。これらは、生徒が様々な変化に向き合い、

他者と協同して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め、

知識の概念的な理解を実現し、情報を再構築するなどして新たな価

値をつなげていくことなど、予測困難な時代の中で生徒に求められ

る資質・能力の育成に向けて重要な取組になると考えております。 

 これからも生徒のために様々な教育環境を提供し、農業の持つ素

晴らしい教育力を更に発展させ、本校生徒の成長と魅力ある学校づ

くりのために教職員一丸となって推進していきます。今後とも、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

就任のご挨拶 

体育文化後援会長  川 端 由 美   

子供たちの頑張りを温かく見守ってくれている地域の皆

様、学校の先生、保護者の皆様方、これからよろしくお願い

します。私もたいした力にはなれませんが、楽しみながらＰ

ＴＡのお手伝いを頑張りたいと思います。 

最初、遠別農業高校がある場所がわからず、一日体験入学

のときは道に迷いました。去年は、子供が学校や寮にまだ慣

れていなかったので頻繁に家につれて来ていました。しかし

今ではあまり帰りたいと言わなくなりました。友達や先生に

恵まれているからだと思います。私も息子も一緒に色々な経

験をさせてもらいありがとうございます。 

第 68 回北海道高等学校 PTA 連合会大会 十勝大会参加報告 

 

帯広で６月 16日～17日に開催されたＰＴＡ連合 

会大会に本校ＰＴＡ会長磯部さん、副会長山崎さ 

んが参加してきました。 

大会では十勝管内の高校が様々なテーマで分科会 

を運営し、ＰＴＡとして同じ課題解決に向けた協 

議を行ってきました。 

～ 前 期 の 振 り 返 り ～ 
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農業クラブ 技術競技大会とは？ 

農業にかかわる知識・技術を競い合う競技。今年度は帯広農業高校で全

道の農業高校が集まり、各競技で競い合いました。 

 

◆鑑定競技【農業】※  は 10月に鹿児島県で行われる全国大会へ出場します。         

優 秀 ２年 大宮 恋   ３年 土門 紗哉華 

出 場 １年 石上 綾音  １年 木戸 海斗 

【食品】 

優 秀 ２年 酒井 春菜  

出 場 ３年 松浦 美遥  ２年 川端 涼介  １年 中野 仙太郎 

◆家畜審査競技【肉牛】        【乳牛】 

最優秀 ２年 玉井 航         優 秀 ２年 森 綾乃 

優 秀 ３年 大橋 琉之介 

◆フラワーアレンジメント競技  

最優秀 ２年 阿久津 楓 ※10 月に山口県で行われる全国大会に出場します。 

出 場 ３年 中山 優佳 

◆農業情報処理競技 

出 場 ３年 村本 翔 

 

陸上競技部部長 3 年  高 橋 健 太   

３年生は高体連が最後の大会だったのでこれまで練習を頑張

ってきました。しかし、練習では部員の集まりが悪かったり、大

会が近づくにつれて緊張から部全体がピリピリとした空気にな

ってしまうことがありました。どうしたらよいか考えることも

ありましたが、部員一人一人が少しずつ気持ちの整理をするこ

とで、みんな大会に望むことができました。私は競技で結果を残

すことができませんでしたが、リレーを含め多くの部員が全道

大会への切符を手に入れることができました。私はリレーの補

助として全道大会へ行きましたが、地区大会とは違ってものす

ごく緊張しました。ですが、全道大会に行くことでみんなの気持

ちが一つになり競技をやり終えることができました。 

最後に後輩へ今後、精一杯の努力と友情を深めてもらいたい

です。陸上競技は個人種目ばかりですが、みんなで助け合わない

といけない競技だと思います。新しい遠農陸上部を応援してい

ます。 

 

３年  竹 内 鈴 音   

私は６月 20 日、21 日に遠別農業高校が当番校で行われた意見

発表大会に出場しました。 

 私は、分野Ⅱ類で発表しました。大会のために毎日、朝や放課

後に発表練習を行い滑舌が良くなるように、そして、声が届くよ

うにすることや発表時間が早くなったりしないように調節でき

るようにするのがとても大変でしが、大会本番では原稿を見ずに

堂々と発表することができました。私はこのような大会に出場し

たがなく初めての体験でとても緊張しました。残念なことに後一

歩のところで入賞を逃してしまいましたが、最後まで諦めずにで

きたことがとても良い経験になりました。 

今回の経験を踏まえて 

２年  大宮 恋   

私は鑑定競技の農業で全道技術競技大会に出場しました。初出

場でとても緊張し、場の空気に飲まれ気味でしたが、本来の力を出

せるよう自分を奮い立たせ、本番に臨みました。鑑定競技では、自

分を信じ答えを出しました。その結果、私は優秀賞に選ばれ、全国

大会出場を決めることができました。このような結果になれたの

も、私１人の力ではなく、ここまで熱心に教えていただいた先生方

からの力添えや、共に教えあった仲間たちの存在があったからだ

と思います。全国大会でも自分の満足のいく結果を出したいと思

います。今回はこのような経験をありがとうございました。 

全道技術競技大会を終えて 

２年  阿久津 楓  

 私は８月８日に行われた全道技術競技大会、フラワーアレンジ

メント競技に出場しました。緊張のなか、私は競技終了５分前には

作品を作り終えることができていたので、これまで練習してきた

感じと同じ感覚で作品を作成することができました。結果は・・・

最優秀賞を取ることができ、１０月に山口県で開催される全国大

会へ出場することができました。 

全国大会まで時間がないので今できる練習を精一杯行い、大会

では私が持っているすべての力を出しきり、上位入賞を目指して

頑張ります。 

全道技術競技大会に出場して 

3 年  村 本  翔   

私は情報処理競技で全道技術競技大会に出場しました。全道と

いう規模なので、私が思っていた以上に人が多く、早い人は開始

十分ほどでもう一つ目の種目が終わっている人が多かったです。 

 情報処理競技では表計算・グラフ・文章の３つ行い、そのうち

自分は表計算しかできませんでした。関数の計算方法を忘れてし

まい、結果は散々でした。最後の技術競技大会で悔いを残す結果

となってしまいましたが、出場できて良かったです。 

残りの高校生活でも悔いが残らないようにこれから進路に向け

た活動を頑張ります 

目標を持つことの大切さ 

２年  玉井 航   

私は８月８日に帯広農業高校で行われた全道技術競技大会に家畜審

査競技、肉牛の部で初めて参加しました。会場に行くとたくさんのク

ラブ員がいて自分はとても緊張しました。北北海道での参加校は遠別

農業高校だけでした。自分は先輩と一騎打ちの戦いとなりました。先

輩は前回の乳牛の部で優秀賞に入賞されていて勝つことができないと

思いました。そして大会が始まると、皆がとても真剣に肉牛を観察し

ており、自分は思うように問題を解くことができませんでした。 

しかし、審査員の方から講評を聞くと私の考えていた予想よりも良

い内容でした。結果、なんと先輩との勝負に勝ち抜き北北海道で最優

秀賞をもらうことができました。ですが、あまり自分の力をしっかり

出すことができなかったので、全国大会に向けて更に勉強を行い北海

道代表として、入賞できるように頑張ります。 

本校の活動は HP からも確認できます。 

本校 HP は右のＱＲコードから御覧いただけます。 


